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図 1:Reynolds'experimentalsetup
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一般に,流体系は,連続の方程式とNavier-Stokes(ナヴイエ ･ス トー クス)方程式を満たす｡連続の万
程式は,
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孟um)-一明 (f)十ikap踊 +i/p_炉 (k-守 一ql,uE-(i)榊 ･fk-a (2･17)
となる｡
(2.17)にikαをかけαについて和をとり,(2.16)を用いると,
pk-(i,-/p._筈6(k-- ql,ug(t榊 +仰 , (2･18)
を得る｡つまり,非圧縮性流体では,圧力を流速場 (と外場)で記述できることが分かる｡これを代入して
圧力を消去すると,(2.17)は流速場のFourier成分に対する非線形微分積分方程式
孟榊 --瑚 (申 i/p_/_Mk･aP76(k～- q-,ug(岬 )十耶 (り (2･19)
となる｡ただし,





































































孟qk(i)--2uk2q"i)･か -/p_/_Mk-aPT6(k-･pT十弼 叫 佃 (附 加 かkr(u;f二打 2･38)
となり,これより
孟瑚 )--2鵬 (i)･sHt).Ik(i) (2･39)
を得る｡ただし,
S"i)- か -/p_/_DkMk-aP76(k-I- (u;(i)ug(i)刺 ), (2･40)
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図5:ThetriadicKochcurve.
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である｡(3.12),(3.14)より






















Jul-(pn(i))i= ｡- (pl(0),pl(1))-(p, 1-p )
である｡乗法過程では,それぞれの領域の点の数を,次々に同様の仕方で分ける｡つまり,
(3.19)
Ju 2- tp2 (i)) ?=｡- (p l(0)pl(0),p l(0)pl (1),pl(1)pl(0),p l(1) p l(1)) (3･20)
JM 3- (p 3(i))f=｡
- (pl(0)pl(0)pl(0),pl(0) p l(0) p l(1),pl(0)pl(1)pl(0),p l(0)pl(1)pl (1),








































































































































































































































































































































































































･--計 1 -10g2 [(1･ (2p- 1,I/2)m'3･ ( 1 - (2p- 1,1'2)m ' 3 ] (4･51)
となる｡エネルギー･スペクトルの傾斜の補正は･-1+log2[(1･(2P-1)1′2)2/3+(ト (2PJ )1′2)2′3]
である｡なお,(3.45),(3･46)より












































図 - 1im a｡n一oo
で記述される｡ただし,特徴的長さenに対応する速度導関数を
6un
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講義ノート
0 1 α 2
図 13:MultifractalspectrumI(α)with/J-0.240(q-0.391).
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pil)(α)da-Zq- 1 [1- (ト q)♂((α-α｡)2-Jq2)]1/(1- q)d｡

























































去 - (管 )α (B･2)
が得られる.これはen(α)αの大きさの箱にそれぞれ1個の ｢粒子｣が含まれていることを示している｡さ
らに,I(α)-0の解αj=(α-<α十)を用いると,平均距離の最大値en(cL)と最小値en(α+)との関係






























f(E,-Do･ 雪 祭 (C･1,
で近似すると,
pin'(E,- 義 expl-# ], (C･2)
か -p(訂 2--n-1 (lnT㌔ )~21nl4p(ト p)】 (C･3,
となり,log-normalモデル[19,20,21]を再現することが分かる[27]｡ただし,(C･3)は,JnをE-El-P
にて特定して得られる｡なお,この点は
警 J｡=｡1-1, α1-α(El), (Ct4)
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